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令和６年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

 

学校番号 23 学 校 名 掛川特別支援学校 記 載 者 赤澤 智子 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

 

専

門

性 

(ア)学習指導要領を踏

まえ、「主体的・対話的

で深い学び」のある授

業実践を通した実践力

と専門性のレベルアッ

プ 

 

・「日々の児童生徒

の評価を記録し、

必要に合わせて指

導方法を工夫しな

がら、個別の指導

計画の目標を適切

な指導により達成

できた」と答える

教職員 100％ 

・「主体的・対話的

で深い学びの視点

で授業改善でき

た」と答える教職

員 100％ 

・「児童生徒が ICT

機器を活用した」

と答える教職員

100％ 

Ａ Ａ 

・学習の様々な場面で、生徒がで

きる最大限の力を発揮できるよ

うに意識して取り組まれている

ことを感じます。家庭では見えな

かった様々な力を着実につけて

いると思います。（PTA伊藤委員） 

・「専門性」…とても大事なこと

だと改めて思っています。「専門

性が高まったか」というアンケー

トで教員自身が具体的にどのよ

うな力が付いたのかを問うのも

振り返りや達成感につながり、有

効かと思われます。（横山孝子委

員） 

・ICTの活用を通して深い学びを

実現できている点評価できる。

（河野元希委員） 

・単なる知識や技能の習得ではな

く、深い学びを追求している姿勢

が素晴らしいと思います。児童・

生徒さんのこれから生きる力に

つながるような学びの成功事例

を職員や保護者と共有できると

良いと思います。（大石徹委員） 

・常に教職員の皆さんが向上心を

持って取り組まれていることが

伺えました。ICT機器は日々進化

しているので今後も積極的に学

び活用してほしいです。同時にネ

ットリテラシーも学ぶ事が大事

だと感じています。（田辺エミ

Co） 

・先生方の心構えが素晴らしいで

す。（早川明委員） 

(イ)学校体制で取り組

むｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 12年

間の年間指導計画と

「いきいき学び地域と

共によりよく生きる

人」を育てる授業 づく

・「12年間の系統性

や学習指導要領等

の内容に沿って見

直した年間指導計

画が作成できた」

と答える教職員

Ａ Ａ 

・具体的な内容がよく把握できま

せんが、いつも上の学年がやって

いることを見て、次の学年ではど

んなことをやるのか、子供が把握

して取り組んでいける環境はと

てもよいと思います。（PTA 伊藤
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りの推進 100％ 委員） 

・音楽、体育の全体資料と活用方

法等、とても有効だと思います。

他の教科等についてもできるだ

け作成されれば初任者等が授業

を考え易いかと思います。「ふれ

活」と各教科等を合わせた指導に

ついても整理されてきましたね。

（横山孝子委員） 

個々の発達の特性を踏まえて、12

年間という長いスパンで指導計

画を構築している。（河野元希委

員） 

・年間指導計画を全職員に説明

し、PDCA を意識した改善や横展

開が素晴らしいと思います。

100％の成果も個々の職員の努力

の結果が出ていると思います。

（大石徹委員） 

・12 年という長い期間、先生同

士の連携、引継ぎは大変だと思う

が、引き続き推進していっていた

だきたいです。（田辺エミ Co） 

・12 年間を見ることができると

は素晴らしいと思います。（早川

明委員） 

(ウ)心理的安全性の確

保と月 45時間以内を目

指した働き方改革の推

進 

・「働きがいとワー

クライフバランス

の視点で業務改善

できた」と答える

教職員 90％ 

Ｂ Ｂ 

・先生方の業務の負担が多いと感

じています。子供と向き合う以外

の仕事がおそらく増えているの

ではないかと推察します。また、

休職される先生方も多く見受け

られますので、保護者としても心

配しているところです。特に中学

部は入れ替わりが激しく、子供も

動揺していました。休職の理由は

様々かと思いますが、教師という

仕事が大変なことは間違いない

でしょう。保護者としては、でき

るだけ先生方の業務を邪魔する

ことがないよう、一緒に子供の成

長を見守っていきたいと思って

いますので、協力できることがあ

ればおっしゃっていただきたい

と思います。とりあえず、PTAの

スリム化が少しでも先生方の仕

事を減らすことにつながればい

いなと思っています。（PTA 伊藤

委員） 
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・働き方も多様化。「チーム」を

経営の柱に加え教職員への十分

な説明で団結力が増すものと思

われます。（横山孝子委員） 

・自己評価はＢとなっているが、

報告を聞いている段階で問題を

クリアーしていると感じた。（河

野元希委員） 

・働きがい・やりがいとワークラ

イフバランスの関係は本当に難

しい。（水野正幸委員） 

・ワークライフバランスについて

は早急な結果を求めず、意識改革

の点で時間をかけていく必要が

あると思います。（大石徹委員） 

・内省だけで終わらせずチームと

して共有し良い環境を目指して

ほしいです。（田辺エミ Co） 

・難しいですね。何を大切にする

かです。（早川明委員） 

イ 

 

安

全

・

安

心 

(ア)児童生徒が安全に

安心して生活できる教

育環境の整備及び事故

等の未然防止への行動

力と有事への対応力の

向上 

・管理責任者によ

る安全点検と美化

活動の実施、危険

個所の迅速な整備

100％ 

・保健、医療的ケ
ア、給食、体育等
の重大事故発生０
件 

・「ヒヤリハット等

の情報を環境整備

や再発防止に活用

した」と答える教

職員 100％ 

・マニュアルを教

職員が理解し、「有

事の際の動きが分

かって行動でき

る」と答える教職

員 100％ 

・不祥事根絶。情

報機器紛失０件。

個人情報紛失０

件。交通加害事故

０件。不適正会計

処理０件。 

Ａ Ａ 

・重大事故がなかったことはとて

もよかったです。学校で災害用に

備蓄している防災用品がいくつ

かあると思いますが、蓄電池や発

電機など実際に動くかどうか、来

年度ＰＴＡで防災課の先生方と

一緒に確認できたらよいのでは

ないかと考えています。（PTA 伊

藤委員） 

・児童・生徒の重大事故０が素晴

らしいこと。一番大切な「安全・

安心」が徹底されており、教職員

の意識が高いことが窺えます。今

さらですが、災害対策は日頃から

市町との情報共有、協力体制等の

連携を図っていくことが大切だ

と思います。（横山孝子委員） 

・危機管理マニュアルが形骸化し

ないように、繰り返し実施してい

る様子が伝わる。（河野元希委員） 

・誰もがわかるマニュアルの整備

と常日頃の訓練が大切です。（水

野正幸委員） 

・企業でもリスクマネジメントは

経営課題の上位に位置づけてお

り、全社委員会を組織化し、個々

の事案について体系的にアセス

メントできる体制を構築してい

ます。また、外部専門機関の評価
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を加えることでより視野を広げ

て活動をしています。安心安全は

企業でも学校でも最も優先順位

の高い実施事項です。実際の事故

や災害を想定しながら、各チェッ

ク項目を深掘りし、より良い対策

につなげて頂きたいと思います。

（大石徹委員） 

・昨年度よりも達成状況が上がっ

ており、具体的に目標に向けて取

り組まれている成果が表れてい

ると感じました。小さなヒヤリハ

ットに気付き、それを全体で共有

し改善していくことの積み重ね

を今後も続けていってほしいで

す。（田辺エミ Co） 

・安全・安心な学校づくりが最重

要と思います。先生方の行動が見

事です。（早川明委員） 

(イ)教職員、児童生徒

の人権意識の向上と、

他者も自分も大切にす

る心の醸成 

・「教職員一人一人

が人権に配慮した

丁寧な態度や言葉

遣いができた」と

答 え る 教 職 員

100％ 

・「児童生徒が、あ

いさつやありがと

うが自分から言え

た」と答える教職

員 100％ 

Ａ Ａ 

・生徒一人一人が尊重されている

と感じます。学年、学部を超えて

多くの先生があいさつや声掛け

をしてくれることで、生徒も様々

な関わりを学ぶことができ、とて

もよい環境だと思います。（PTA

伊藤委員） 

・道徳や人権教育に難しさを感じ

ている教員がいるのであれば、研

修の機会や公開授業を継続して

いくとよいでしょう。（横山孝子

委員） 

・チェックリストを活用して、常

に人権意識を持って対応してい

る。（河野元希委員） 

・企業でも人権に配慮したデュー

デリジェンスを推進しています。

適切な調査と PDCAをまわすこと

が大切です。（大石徹委員） 

・学校だけでなく、家庭や地域全

体で「障害のある方の人権」につ

いて学び、共有していくことが大

切だと感じます。（田辺エミ Co） 

・来校時、児童生徒、先生方の挨

拶はいつも気持ちよく素晴らし

いです。（田辺エミ Co） 

・教職員の立居振舞いが児童生徒

たちに反映していると感じます。

（早川明委員） 
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ウ 

 

連

携 

(ア)よりよく生きる人

を目指した学校と家

庭、地域・関係機関等

との協働強化 

 

・「すまいるファイ

ルを保護者や関係

機関と共有し、面

談や進路指導に活

かせた」と答える

教員 100％ 

Ａ Ａ 

・保護者にとって、すまいるファ

イルの仕組みは難しく感じてい

ます。目次を用意してくれたので

わかりやすくなりましたが、教育

指導計画と支援計画の違いや中

身なども最初に説明文があると

助かります。面談時にすまいるフ

ァイルの整理を職員が手伝って

くれたこともあり、説明を繰り返

し聞くことで理解が進みました。

（PTA伊藤委員） 

・２，３項目の成果目標が 90％

に対して、結果は 98.4％とか

96.7％と超えて達成されている

ので、どの項目も 100％を目標に

してもよいのではないかと思い

ます。保護者や関係機関との連

携・協働はとてもよく実践されて

いると思われます。（横山孝子委

員） 

・生徒一人一人の課題をすまいる

フェイルに集約して、学校・家

庭・地域が共同して対応できてい

る。（河野元希委員） 

・ホームページを拝見しました

が、学校の取組みや活動が良くわ

かる内容でした。ご担当の職員の

方は、ホームページのメンテナン

スが大変だと思いますが、継続的

に新しい情報へアップデートし

て頂けると企業の採用活動の参

考にもなります。（大石徹委員） 

・家庭、地域との連携を大切にし

ていきたいという学校の姿勢を

強く感じています。市立の学校の

特別支援教育のニーズも年々高

まっているので、今後も連携して

いって頂きたいです。（田辺エミ

Co） 

・保護者、専門家等々との連携が

できていることはすごく大切な

ことですね。（早川明委員） 

・ニーズに応じた

関係者会議や学習

会を設定したり、

情報共有したりし

て、「必要に応じて

保護者や関係機関

と連携して取り組

んだ」と答える教

職員 90％ 

・校内の専門家（看

護師、SC）や校外

の専門家(PT、OT、

学校医、医ケア指

導医相談員等）の

活用が「有効であ

った」と答える教

員の評価 90％ 

・「学校公開やＨＰ

等で学校の様子が

理解できた」と答

える保護者 100％ 
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(イ) 地域資源(人・も

の・こと)への深い理解

とそれを活かした実践

や発信 

・「ふれあい活動を

実施し、地域資源

(人・もの・こと)

を利用できた」と

答 え る 教 職 員

100％ 

・地域の方々に向

けた作品展や日頃

の学習活動を公開

して、「児童生徒の

理解啓発につなが

った」と答える教

職員・外部評価

100％ 

・実施後アンケー

トで「相互に有効

な交流活動であっ

た」と答える本校、

相 手 校 の 評 価

100％ 

Ａ Ａ 

・希望の丘の中での連携が特に進

んでいることはとても好ましく

感じています。災害時に相互の連

携が取れるとよいと思います。そ

れでもアンケートで保護者が「あ

まり地域と連携していない」と意

見するのは、自分の居住地との連

携を感じていないからではない

でしょうか。（PTA伊藤委員） 

・今年も十分な成果がありました

が、コロナも落ち着いてきている

ので、学校開放で地域の「人」の

活用推進を。住民の方々から交流

を通し色々な行事や技能を教わ

る、中・高等部は逆に地域への奉

仕活動を行う等、ふれ活との連動

で無理なく進められると住民の

方々の学校理解が深まるものと

思います。（横山孝子委員） 

学校の立地を踏まえて、地域との

様々な交流が成果を上げている。

（河野元希委員） 

・弊社の磐田事業所にも作品の展

示スペースがあります。地域の高

校生にも自習室として、一部フロ

アを貸しているので、社内だけで

はなく、社外にも発信ができると

思います。（大石徹委員） 

・今回作成して下さったふれ活実

践報告が、とても分かりやすくて

良かったです。（田辺エミ Co） 

・作品展や学習活動、イベント等

で明るく優しい姿を拝見いたし

ました。（早川明委員） 

 


